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秋の活動日は、江戸時代の福岡藩の山林について、

福岡市総合博物館の宮野弘樹さんからお話をうか

がいます。また、過去 2 カ年に行ってきた油山の

宝物さがしをご一緒に振り返ります。午後は山と

村を繋いできた道をみんなで歩く予定です。 

ところで、日本史で習った「地租改正」って 

覚えていらっしゃいますか。 

このときから税をお金で納めるようになりまし

た。面積が額にかかわるので、特に田畑は正確な

広さを求め明治半ばになって測り直したりしまし

た。 

 

≪地租改正・行政区に関すること≫ 

明治7年頃

福岡でも田畑の測量がすすみ、山林含
め土地所有者の確定が行われる。幕府・
藩有林は官林（国有林）となる。村持ちの
山野は多く公有地となる。雑税を上納し
ていた村持ち山野は村のものとして地券
が交付される※「志摩」

明治8年頃
公有地の中には本来村持ちのものであ
るという訴えが多く官林としたものは適切
であったか再検討する。※「志摩」

明治21年頃
福岡で田畑の面積をより正確な方法で
計測しなおす

明治22年

町村制施行により早良郡上長尾村, 下長
尾村, 田島村, 片江村, 檜原村, 堤村, 柏
原村, 東油山村が合併し早良郡樋井川
村が発足

昭和4年 樋井川村が福岡市に合併

 

税を払うことは所有ともかかわります。森林につ

いては地租改正のときに、官民有区分として国有

林と民有林が区別されました。特に国有林はその

後ながく国の大きな財源となります。油山は山の

一部が国有林ですが、どのような経緯があって、

国有林と民有林にわかれたのだろうとその時代に

タイムトラベルしたくなります。 【柴戸】 

参考資料「新修志摩町史・上巻」 

「森のクラフト工房（油山牧場まつり）」 

 

油山牧場の特設ブースで、木の実を使った工作体

験ができます。 

日時：10 月 13 日（土）～14 日（日） 

10:00～15:00 

対象：一般来園者 

定員：なし 

申込：不要（現地にて随時受付）   

参加費：100 円/１作品 

「秋の油山・自然かんさつハイキング」 

 

秋の草花や冬支度をする生きものたちを見つけ

ながら散策します。 

日時：11 月 18 日（日）10:00～13:00 

対象：一般来園者（小学生以下は保護者同伴） 

定員：なし 

申込：不要 

（9：30 から自然観察センターで受付） 

参加費：100 円/人 

 

＜明治 21 年の田畑測量に基づき地価を修正 九州大学蔵＞ 


